
Ｎｏ，２１８

編集と発行 佐井村役場 総 務 課

青森県下北郡佐井村大字佐井字糠森２０番地

電話（０１７５）３８－２１凵 ㈹

印 刷 青森コロニー印刷

佐
井
村
村
民
憲
章

『

学

ぶ
意
欲
を
も
ち
、
知
性
と
良
識
の

あ
ふ
れ
る
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
健
康
と
安
全
を
心
が
け
、

明
る
く
楽
し
い
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
勤
労
を
喜
び
、
力
を
合
わ
せ
て

豊
か
な
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
自
然
を
守
り
、
人
を
愛
し
、

心
や
さ
し
い
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
心
身
と
も
に
健
全
な
子
四
育
つ

暖
か
い
家
庭
と
村
を
つ
く
り
ま
す
。

第 ４ 回 佐 井 村 物 産 展

１０月２４日・２５日の２日間、農業研修

グンターを会場に村の産業を一堂に会

した、第４回佐井村物産展が盛大に開

催されました。（詳しくは、１２月号でお

知らせします。）

▲

主

な

内

容

▼

２

街
の
話
題

つ
）

出
稼
ぎ
現
地
の
み
な
さ
ん

４
～
石

教
育
だ
よ
り

已
～
フ
社
会
教
育
だ
よ
り

Ｂ
～
Ｏ
）

保
健
婦
だ
よ
り

仞

交
母
方
よ
り

竹

税
務
だ
よ
り

年
金
だ
よ
り

１２

矢
越
願
掛
岩（
帽
）

帽

大
間
原
発
の
動
き

銷

あ
し
ら
せ

笥

歳

時

記

帽

戸
籍
の
窓
口



九
月
三
〇
日
、
農
業
研
修
セ
ン

タ
ー
で
、
第
十
四
回
佐
井
村
老
人

の
つ
ど
い
が
、
村
内
八
老
人
ク
ラ

ブ
か
ら
二
百
名
が
集
り
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

宮
野
政
治
会
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
青
森
県
知
事
顕
彰
伝
達
、

佐
井
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長

感
謝
状
贈
呈
が
行
わ
れ
、
会
長
が

ら
一
人
一
人
に
表
状
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

次
に
、
老
人
福
祉
施
設
の
充
実

に
関
す
る
決
議
が
行
わ
れ
、
次
の

事
項
が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

一
、
国
庫
補
助
制
度
に
よ
る
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
早
期
設
置

二
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
＝
Ｉ
ト
の
整

備昼
食
を
取
り
な
が
ら
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
は
、
八
戸
市
か
ら
お

と
み
会
社
中
の
み
な
さ
ん
と
、
テ

レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
黒
石
八
郎
さ

ん
が
見
え
、
歌
や
踊
り
、
楽
し
い

慢
談
に
拍
手
や
笑
い
声
が
会
場
い

っ
ぱ
い
に
広
が
り
、
楽
し
い
雰
囲

気
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

▲

表

彰

を

う

け

た

み

な

さ

ん
ｙ

青

森

県

知

事

顕

彰

（

九

〇

歳

）

町

屋

き

の

さ

ん

、
上

山

い

そ

さ

ん

宮

木

ふ

上

さ

ん

、
越

膳

志

げ

さ

ん

柳

田

者

く

さ

ん

、
竹

本

た

み

さ

ん

佐

井

村

老

人

ク

ラ

ブ

連

合

会

会

長

感

謝

状

坪

谷

政

道

さ

ん

、
畠

中

要

一

さ

ん

下

牧

か

の

さ

ん

、
鹿

島

惣

平

さ

ん

七
戸
な

よ
さ

ん
、鹿
島

多

喜
五

郎

さ

ん

横

浜

か

や

さ

ん

、
坪

谷

小

雪

さ

ん

工

藤

だ

よ

さ

ん

、
福

田

い

っ

さ

ん

東

出

市

郎

さ

ん

、
犬

坂

み

ね

さ

ん

山

本

弥
四
郎
さ

ん
、田
中

ヨ
シ
ミ

さ

ん

長
谷

川
佐

市

さ

ん
、浜

野
は

な
ゑ
さ

ん

▲楽しかった老人のつどい

佐
井
消
防
分
署
に
消
防
タ
ン
ク
車
を
贈
呈

＝

火
災
保
険
号

佐
井

＝

九
月
二
十
六
日
、
日
本
損
害
保

険
協
会
か
ら
、
全
国
二

、
六
七
九

台
目
、
青
森
県
下
で
三
十
一
台
目

に
あ
た
る
消
防
タ
ン
ク
車
が
下
北

地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
へ
寄
贈

さ
れ
、
受
納
式
典
が
行
わ
れ
ま
し

た
。午
前
十
一
時
か
ら
、
佐
井
小
鼓

笛
隊
を
先
頭
に
町
内
を
パ
レ
ー
ド
。

会
場
を
振
興
セ
ン
タ
ー
に
移
動
し

て
の
受
納
式
で
、
こ
の
タ
ン
ク
車

に
「
火
災
保
険
号

佐
井
」
と
命

名
し
ま
し
た
。

消
防
タ
ン
ク
車
の
概
要
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

・
ポ
ン
プ
性
能
Ａ
１
ｒ
上
級

・
水
言

、
七
〇
〇
召

・
油
火
災
用
消
火
機
械

・
ホ
ー
ス

ー
○
本

・
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
六
本

・
拡
声
機
、
そ
の
他
付
属
品
一
式

・
艤
装
・
森
田
ポ
ン
プ
㈱

・
シ
ャ
ー
シ
・
日
野
Ｆ
Ｄ
一
七
二

Ｂ
Ａ
消
防
専
用

第２回
国
民
健
康
保
険

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
終
る

十
月
十
四
日
、
佐
井
中
学
校
グ

ラ
ン
ド
を
会
場
に
、
第
二
回
国
民

健
康
保
険
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
老
人
の
体
力
づ

く
り
と
相
互
の
融
和
を
は
か
る
こ

と
を
目
的
に
、
昨
年
か
ら
実
施
し

て
い
る
も
の
で
す
。

▲スティックを持っても力が入ります

今

年

は

、

参
加

チ

ー

ム

が
五

チ

ー

ム
。

日
頃

の
練

習

の

成

果
を

い

か

ん

な

く

発
揮

し

、
熱

戦

が
展

開

さ

れ

、
み

な

さ

ん

楽

し

い

一
日

を

過

ご

し
ま

し

た

。

成

績

は

次

の

と

お
り

で

す

。

○

決

勝
ト

ー

ナ

メ

ン
ト

準
決

勝

寿

会

Ａ
２０
－

妬

ぬ
い

ど

う
Ａ

寿

会

Ｂ
２２

１

１３

寿

会
ｃ

三
位

決

定

戦

ぬ
い

ど

う
Ａ

Ｂ
ｊ

１１１１
寿
会
ｃ

決

勝寿

会

Ｂ

拓
－

１４

寿

会

Ａ

佐

井

地

区

簡

易

水

道

施

設

配

水

管

整

備

工

事

入

札

結

果

入

札

月

日

昭

和
６２

年
１０

月

拓
日

契

約

金
額

五

七

、
九
〇

〇

千

円

契

約

の
相

手
方

岩

手

県
盛

岡

市

北
海

土

木

工
業

株

式

会

社

東

北

支

店

取

締

役
支

店

長

高

橋
重

末

工

事
区

間

・
内

容

佐

井

小

学

校

前
～

大
沢
ポ
ン
プ
場

φ
１５０
％

配
水

管
Ｌ
几

、七
六
五

ｍ

φ
川
％

配
水

管
Ｌ
ａ

五

二
〇

ｍ

φ
７５
％

配

水

管

Ｌ
＝

一

八
八

ｍ

送

水

ポ

ン

プ
整

備

一

式

▲匐 智 パｌｙ－ に



楽 しか った 季 節 保 育 所

９月１８日から工ヶ月間にわたり、

原田、矢越、長後、福浦、牛滝の５
地区で、子どもたちが楽しみにして
いた季節保育所が開かれました。
いっもはやんちゃな子どもたら乱
季節保育所での集団生活の中で、歌
やおゆうぎ、お絵書きなど楽しい口

々を過ご匸 みんな仲よしのいい子
になりました。

▲夭越地区 ▲原田地区

▼牛浩地区 ▼福浦地区 ▼長後地区

お
元
気
で
す
か

出
稼
ぎ
現
地
の
み
な
さ
ん

こ
匹
く
ふ
る
さ
と
を
は
な
れ
て
、
仕
事
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
み
な
さ
ん
。

現
地
で
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
。

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
現
地
と
ふ
る
さ
と
を
結
石
、
み
な
さ
ん
と
の
か
け
橋

で
す
。
現
地
で
の
情
報
、
お
便
り
、
写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

‥季
節
労
務
者

職
場
訪
問
を
終
え
て

本

村

出

稼

労

務
者

を

訪

問

激

励

し
、
安
全
就
労
の
指
導

を
す

る
と
と

も
に
、
今

後
の
雇
用

の
見

通
し
な

ど

の
実

態
を
調
査

し
、
就
労
状
況

を
把

握
す

る
こ
と
に
よ
り
、
今

後
一
層
の

安

全
で
明
る
い
就
労

対
策

を
進
め
る

こ
と
を
目

的
に
、
十
月
一
日

か
ら
四

日
ま
で
職

場
訪

問
を
実
施
し
ま
し
た
。

今

回

の
職

場

訪

問

で
は

、

仕

事

の
面

で

は
心

配

す

る

事
業

所

は

な

く

、

安

全
対

策

で

は

各
事

業

所

共

徹

底

し

て
お

り

、

安

全
会

議

や

健

康

診

断

、
休

養

を

十

分

と

る
こ

と

等

の

指
導

が

目
立

っ
て

い
ま

す

。

ま

た

、

十
年

以

上

継

続
就

労

し

て

い
る

方

々

が

多
く

、

会
社

側

の
信

頼

も
強

く

感

じ
ら

れ

ま

し
た

。

年

齢

制

限
や

技
術

の

向
上

、
資

格
耿
得
な
ど
強
く
求
め
ら
れ
て
き

て
い
ま
す
。
事
業
所
と
の
信
頼
を

深
め
る
た
め
に
も
、
同
一
事
業
所
に

就
労
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
感

じ
ま
し
た
。

▲

訪

問

事

業

所

▼

○
札
伸
工
業

福
田
政
義
・
真
鍋
英
夫

館
脇
明
義
・
福
田
ユ
フ

Ｏ
河
井
建
設

館
脇
俊
逸
・
宮
川
守

吉
浦
亀
治
・
田
中
政
司

田
中
正
義
・
館
脇
孝
一

館
脇
則
子

Ｏ
下
川
木
工
場

原
子
文
雄

Ｏ
上
川
林
産
工
業

小
笠
原
信
夫

▼下川木工場 ▼河井建設 ▼札伸工業



教
育
だ
よ
う

「

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

」

長
後
中
学
校

斉

藤

忠

幸

昭
和
五
十
五
年
七
月
下
旬
か
ら

約
二
ヶ
月
間
、
文
部
省
か
ら
派
遣

さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
短
期
留
学
時
の

一
場
面
を
最
近
思
い
出
し
て
い
る
。

一
ヶ
月
間
の
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
で

の
言
語
や
生
活
習
價
へ
の
特
訓
の

後
、
二
週
間
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
の
中

学
校
で
教
壇
に
立
ち
な
が
ら
の
ホ

ー
ム

ー
ス
テ
ィ
の
時
の
こ
と
で
あ

る
。
毎
晩
の
よ
う
に
夕
食
へ
の
招

待
が
町
の
有
志
の
家
庭
か
ら
申
し

込
ま
れ
る
。
授
業
の
準
備
や
レ
ポ

ー
ト
の
整
理
の
た
め
、
そ
の
内
の

い
く
っ
か
は
断
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

電
話
で
の
や
り
と
り
の
最
初
の
セ

リ
フ
で
、「
ご
招
待
は
大
変
有
難
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
…

……

の
訳
で
応
じ
か
ね
ま
す
。」
囗
本
流

の
発
想
の
極
く
常
識
的
な
断
り
方

で
あ
る
。
こ
の
言
い
方
が
、
先
方

の
ア
メ
リ
カ
人
を
混
乱
に
落
し
入

れ
る
の
で
あ
る
。「
ご
招
待
有
難
と

う
、
」
は
「
イ
エ
ス
」
を
表
わ
し
て

い
る
の
に
、
あ
と
が
ら
断
り
の
セ

リ
フ
が
続
く
の
で
、
先
方
が
理
解

に
苦
し
む
の
は
当
然
で
あ
る
。
こ

の
日
本
人
流
の
物
の
言
い
方
を
説

明
し
納
得
さ
せ
、
電
話
が
終
る
の

に
二
十
分
ち
時
間
が
か
か
り
、
冷

や
汗
の
か
き
通
し
た
っ
た
こ
と
が

一
度
あ
っ
た
。
カ
ル
チ
ャ

ー
シ
ョ

ッ
ク
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

現
在
勤
務
し
て
い
る
長
後
中
学

校
で
の
授
業
に
立
ち
向
う
中
学
生

の
最
近
の
姿
を
見
る
時
「
活
力
」

の
乏
し
さ
に
驚
さ
れ
て
い
る
。
忘

れ
物
か
お
る
。
次
の
授
業
の
準
備

と
し
て
の
課
題
が
や
ら
れ
て
い
な

い
。
将
来
に
む
け
て
、
今
こ
の
授

業
で
は
、
何
を
、
ど
の
よ
う
に
学

習
す
る
の
か
と
い
う
「
Ｔ
・
Ｐ
・

Ｏ
」
の
考
え
方
の
習
慣
が
身
に
っ

い
て
い
な
い
。「
高
校
へ
進
学
し
た

い
」
と
い
う
目
標
を
持
っ
て
は
い

る
が
、
目
標
へ
向
け
て
の
集
中
力
、

努
力
が
と
て
も
弱
い
。
自
分
の
や

り
方
に
「
自
信
」
が
な
い
。
持
て

な
い
の
で
あ
る
。
子
ど
も
と
教
師

と
の
Ｊ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足

の
現
象
で
あ
る
。

瞳
を
キ
ラ
キ
ラ
輝
か
し
て
登
校

し
、
今
日
は
Ｏ
Ｏ
の
こ
と
が
や
れ

た
し
、
わ
か
っ
た
と
感
就
感
・
満

足
感
を
胸
に
し
下
校
す
る
子
ど
も

の
姿
、「
活
力
の
あ
る
子
ど
も
」
を

育
成
し
よ
う
と
日
々
実
践
を
重
ね

て
い
く
こ
と
が
教
師
の
本
務
で
あ

ろ
う
。
子
ど
も
た
ら
は
誰
れ
し
も
自
分

が
、
自
分
の
活
動
が
仲
間
・
教
師
・

家
庭
・
地
域
の
人
々
に
注
目
さ
れ
、

承
認
さ
れ
、
愛
情
を
か
け
ら
れ
る

こ
と
を
欲
し
て
い
る
。

教
科
等
の
知
識
や
技
能
の
習
得

の
場
合
と
は
異
な
り
、「
活
力
」
の

あ
る
子
ど
も
の
育
成
は
情
意
的
指

導
で
時
間
が
か
か
り
、
先
述
し
た

よ
う
に
子
ど
も
の
周
囲
の
環
境
整

備
が
必
須
条
件
と
な
る
。
非
難
・

叱
責
よ
り
も
賞
賛
の
方
が
子
ど
も

の
学
力
、「
活
力
」
を
育
て
、
蓄
積

さ
せ
る
。

長
後
中
学
校
の
子
ど
も
た
ら
は

父
母
、
祖
父
母
の
仕
事
へ
打
ち
込

む
姿
を
目
の
当
り
に
し
、
心
酔
し

て
い
る
。
家
業
（
漁
業
）
の
重
要

な
片
手
と
な
り
、
家
事
に
も
勿
論

手
伝
い
な
が
ら
、
そ
の
仕
事
振
り

を
認
め
ら
れ
、
期
待
さ
れ
て
い
る
。

道
路
工
事
や
建
設
関
係
に
従
事
し
、

真
っ
黒
に
日
焼
け
し
、
疲
れ
切
っ

て
帰
宅
す
る
父
の
姿
、
プ
ラ
イ
ド

を
持
っ
て
い
る
仕
事
の
内
容
を
目
、

耳
に
す
る
毎
に
育
っ
て
い
く
敬
愛

の
心
は
家
庭
を
大
事
に
す
る
心
と

と
も
に
と
て
も
強
い
。

子
ど
も
は
親
の
背
中
を
見
な
が

ら
育
っ
て
い
く
と
か
、
家
庭
の
雰

囲
気
が
子
ど
も
の
性
格
を
つ
く
る

と
か
、
親
の
生
活
態
度
や
姿
勢
が

作
用
し
、
い
っ
の
開
に
か
子
ど
も

の
人
格
が
形
成
さ
れ
て
い
く
家
庭

教
育
の
条
件
が
整
っ
て
い
る
と
言

い
得
る
。
親
子
の
ロ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
。

昭

和

六

十

三

年

度

佐

井

村

奨

学

生

の
募

集

村
で
は
有
用
な
人
材
を
育
成
し

も
っ
て
本
村
の
振
興
に
寄
与
さ
せ

一
般
文
化
の
向
上
と
充
実
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
左
記
に
よ

り
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
貸
付
の
対
象

佐
井
村
に
居
住
す
る
者
の
子
弟

で
、
高
校
、
大
学
、
各
種
技
術
、

技
能
養
成
機
関
に
在
学
す
る
者
。

▼
奨
学
金
貸
与
の
額

１
、大
学
（
医
学
部
及
び
歯
学
部
を

除
く
）

月
額
二
万
円
以
内

２
、高
等
専
門
学
校

三
学
年
ま
で
月
額
一
万
円
以
内

四
学
年
か
ら
月
額
二
万
円
以
内

３
、
高
等
学
校

月
額
一
万
円
以
内

べ

養
成
施
設

月
額
一
万
円
以
内

５
、村
長
が
認
め
る
各
種
技
術
、
技

能
養
成
機
関
月
額
一
万
円
以
内

６

、
医

学
部

等

月
額
二
〇

万

円

以
内

▼

貸
与

の
期

間

正

規

の
修
業

期
間

と
す

る
。

▼

奨

学
金

の

償

還
方

法

奨

学
金

は

、

卒
業

後

の
一

年

後

か

ら

、
奨

学

金

を

受
け

た

期

間

の

二

倍

の
期

間

内

で

償

還
す

る

。

▼

受
付

期

間

昭
和

六
十
三
年
四
月
三
十
日

ま

で

▼

申

し

込
み

先

佐
井

村

教

育

委

員
会

学
務

係

容
三
章

二
一
一
一（
内

線

四

十
二

番

）



そ
れ
だ
け
に
親
の
生
活
態
度
や

物
の
考
え
方
が
望
し
い
も
の
に
な

っ
て
い
る
か
が
子
ど
も
の
人
格
形

成
上
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

自
分
の
家
庭
さ
え
良
け
れ
ば
の

考
え
で
は
な
く
、
十
年
、
二
十
年

先
に
部
落
の
中
心
と
な
り
、
そ
の

責
務
を
担
う
子
ど
も
ち
を
ど
の
よ

う
に
育
て
る
の
か
、
資
源
の
乏
し

い
部
落
の
経
済
を
ど
の
よ
う
に
立

て
直
し
て
い
く
の
か
、
部
落
全
体

の
問
題
と
し
て
意
識
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。
地
域
の
ミ
戔

ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
確
立
で
あ
る
。

長
後
の
父
母
だ
も
の
学
校
教
育

そ
し
て
校
師
へ
寄
せ
る
期
待
は
実

に
大
き
い
。
そ
れ
だ
け
に
部
落
の

人
々
と
ツ
ー
カ
ー
の
間
柄
を
一
日

も
早
く
、
数
多
く
の
人
々
と
作
り

上
げ
た
い
。

長
後
へ
赴
任
し
て
半
年
、
部
落

二
十
八
軒
を
早
く
、
一
升
ビ
ン
を

手
土
産
に
家
庭
訪
問
し
た
い
も
の

で
あ
る
。
子
ど
も
の
短
所
を
あ
げ
、

そ
の
矯
正
や
指
導
を
お
願
す
る
よ

り
も
、
と
に
か
く
父
母
と
友
だ
ち
、

仲
良
し
に
な
る
こ
と
こ
そ
家
庭
訪

問
の
ね
ら
い
と
考
え
る
。
父
母
と

楽
し
く
話
し
合
う
教
師
の
姿
を
子

ど
も
が
見
る
こ
と
こ
そ
、
安
心
感

を
得
、
子
ど
も
が
教
師
へ
心
を
開

く
契
機
に
な
る
。
子
ど
も
と
親
と

教
師
の
＝
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

確
立
こ
そ
、
教
育
の
基
盤
で
あ
る
。

特
に
子
ど
も
に
と
っ
て
は
、
学

級
担
任
と
の
人
間
関
係
が
、
子
ど

も
の
「
活
力
」
を
も
っ
と
も
左
右

す
る
。
学
級
担
任
の
子
ど
も
へ
の

支
持
、
承
認
・
愛
情
こ
そ
が
、「
活

力
」
を
育
て
、
蓄
積
さ
せ
、
教
室

の
「
活
力
」
の
増
幅
へ
と
発
展
し

て
ゆ
く
。

父
母
を
含
め
子
ど
も
と
学
級
担

任
と
の
信
頼
関
係
を
支
え
る
の
は

教
師
相
互
の
人
間
関
係
で
あ
る
。

子
ど
も
自
身
の
目
標
達
成
の
活
動

ば
か
り
で
は
な
く
、
教
師
集
団
の

そ
の
年
度
の
努
力
目
標
へ
向
け
て

の
協
同
歩
調
の
姿
こ
そ
、
指
導
の

根
本
で
あ
る
。

子
ど
も
同
志
、
教
師
同
志
、
親

同
志
、
地
域
同
志
、
そ
し
て
そ
れ

ら
相
互
の
＝
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
す
れ
違
い
を
な
く
し
て
い
く
こ

と
、
望
ま
し
い
人
間
関
係
を
つ
く

り
あ
げ
る
こ
と
、
信
頼
関
係
を
確

立
す
る
こ
と
こ
そ
、
教
育
の
目
指

す
姿
で
あ
ろ
う
。
員
頭
の
よ
う
な

Ｊ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
す
れ
違

い
を
再
び
起
こ
し
た
く
な
い
も
の

で
あ
る
。

夫婦で子青て

東
京
都
立
大
学
教
授
・
心
理
学

詫

摩

武

悛

な
ぜ
勉
強
嫌
い
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か

四
歳

前
後
で

平
仮

名
を
す

べ

て
読

め

る
子

供
、

初
歩

的
な
算

数

の
で

き

る
子

供

は
最
近
で

は
少

し

も
珍

し

い
こ

と
ご

は
な
く

な

つ
て

い
ま

す
。
就

学
前

の
子
供

を

対
象

に
し

た
教
育
機

関

も
た
く

さ

ん
で

き
て
、

か
な
り
の
幼
児

が
母

親

に
手
を
ひ

か
れ
て
通

っ
て

い
ま

す

。
就

学
前

の
子

供
の

知
的
能
力

の
国

際
比
較

を
し

て
み

た
ら
、

恐

ら
く
日
本

の
子

供
は
非

常

に
高

い

水
準

に

あ
る
と

思

い
ま

す
。

こ
の

高

い
水
準

が
幼
児

期
だ

け

で

な
く
、

そ

れ
か
ら

あ
と
も
ず

っ

と
、
ど

の
子

供

に

も
維
持

さ
れ
て

い
く
の
で

あ

れ
ば
よ

い
の
で

す

が
。

’実
際

に
は
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

小
学
校
、
中
学
校
と
学
年
が
進
む

に
つ
れ
て
勉
強
が
嫌
い
に
な
り
授

業
も
理
解
で
き
な
く
な
っ
て
、
せ

っ
か
く
高
等
学
校
に
入
学
し
な
が

ら
途
中
で
退
学
し
て
し
ま
う
生
徒

が
確
実
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

親
が
子
供
の
知
的
発
達
に
非
常

に
熱
心
で
、
そ
の
た
め
の
費
用
支

出
に
は
喜
ん
で
応
じ
て
い
る
の
に
、

こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
て
し
ま

う
の
は
ど
う
し
て
な
の
で
し
ょ
う

か
。
家
庭
教
育
の
内
容
に
関
す
る

問
題
が
こ
こ
に
も
あ
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。

「
勉
強
し
な
さ
い
」
「
遊
ん
で

ば
か
り
い
な
い
で
勉
強
は
ど
う
し

た
の
」
と
囗
ぐ
せ
の
よ
う
に
親
が

い
っ
て

い

る
家

庭
に
勉
強

嫌

い
に

な
っ
て

い
く
子

供
が
多

い
よ
う

に

私

は
思

い
ま
す

。
学

ぶ
こ
と
の
基

本

に
あ

る
こ
と

は
、
学

ぶ
こ

と
を

面
白

い
と
感
ず

る
心
に
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ま
で

知
ら

な

か
っ
た
こ

と
を

教

え
ら

れ
て
、

な

る
ほ

ど
そ
う

な

の

か
と
そ

の
こ

と

に
興

味
を

も
つ

こ
と

に
あ
り
ま

す
。
子

供
の
内
側

に
旺
盛

な
知
的

好
奇
心

、
言
葉

を

変
え
て
い
え
ば
知
る
喜
び
が
あ
る

こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。
早
く
か

ら
一
方
的
に
平
仮
名
の
読
み
方
を

教
え
る
こ
と
よ
り
も
、
身
の
ま
わ

り
の
多
く
の
こ
と
に
、
な
ぜ
な
の

か
と
興
味
を
も
ち
、
そ
の
興
味
を

育
て
て
い
く
配
慮
が
子
供
の
知
的

発
達
を
促
し
て
い
く
の
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
子
供
の
質
問
に
適
切

に
、
誠
意
を
も
っ
て
答
え
て
い
く

こ
と
と
と
も
に
、
家
庭
の
中
で
叺

知
狗
会
話
が
必
要
で
す
。

親
た
ち
が
そ
の
日
に
見
た
こ
と
、

読
ん
だ
こ
と
を
食
卓
で
の
話
題
に

す
る
こ
と
が
子
供
の
視
野
を
広
げ

て
い
き
ま
す
。
わ
が
国
の
親
と
子

の
会
話
の
中
に
は
、
子
供
の
学
業

成
績
に
つ
い
て
の
質
問
が
高
い
比

率
を
占
め
ま
す
。
と
き
に
は
こ
れ

も
必
要
で
す
が
、
い
つ
も
こ
れ
だ

け
で
は
子
供
は
親
と
話
す
こ
と
を

嫌
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
歴
史
の

こ
と
、
地
理
の
こ
と
、
時
事
問
題

な
ど
を
楽
し
い
話
題
に
し
て
い
く

こ
と
が
子
供
の
未
来
を
明
る
く
す

る
の
で
す
。



沚
龠
臘
肓
紀
よ
り

婦
人
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い

心

心
鮮

川

岸

延

子

そ
れ
に
し
て
も
十
年
開
よ
く
続

け
ら
れ
た
も
の
だ
。
と
何
度
も
同

じ
言
葉
が
で
て
く
る
。

妙
齢
の
ご
婦
人
が
グ
リ
ー
ン
の

芝
の
上
に
花
と
な
っ
て
踊
り
集
う

の
が
「
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
」
だ
。
県

営
陸
上
競
技
場
の
正
面
ス
タ
ン
ド

に
座
っ
た
こ
と
の
あ
る
方
は
、
思

い
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
う

で
な
い
方
は
い
つ
か
見
た
テ
レ
ビ

の
中
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア

ム
を
思
い
圓
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

柿
の
実
の
赤
い
色
を
し
た
＝
Ｉ
ス

が
ぐ
る
Ｉ

ツ
と
回
り
に
あ
っ
て
円

の
中
は
大
き
な
み
ど
り
。
青
あ
お

と
空
か
広
が
っ
て
白
い
雲
。
一
瞬

の
静
け
さ
。
音
楽
。
す
る
と
四
方

の
ゲ
ー
ト
か
ら
、
と
う
と
う
と
花

び
ら
が
走
り
来
り
集
う
。
回
り
舞

う
。
花
の
精
に
な
っ
た
か
、
雲
の

ひ
と
ひ
ら
で
あ
る
か
、
緑
の
オ
ゾ

ン
と
化
し
た
か
、
秋
の
空
の
青
か
。

ま
さ
に
心
は
大
気
と
遊
び
音
に
戯

れ
る
。
ボ
ー
ツ
と
し
て
一
回
よ
け

い
に
回
っ
て
隣
り
の
人
に
ど
や
さ

れ
る
。
テ
レ
ビ
で
見
た
よ
、
踊
り
な
が

ら
つ
ん
の
め
く
っ
て
転
ん
だ
人
も

い
た
よ
、
だ
け
ど
も
き
れ
い
だ
っ

た
。
ピ
ン
ク
の
フ
ラ
フ
ー
プ
が
ね
、

ク
ル
ク
ル
回
る
と
こ
は
、
す
ご
く

き
れ
い
だ
っ
た
。

テ
レ
ビ
は
遠
く
か
ら
映
し
て
い

る
方
が
い
い
ね
。
近
づ
く
と
お
母

さ
ん
と
同
じ
、
朧
が
出
て
る
ね
え
、

▲堂々の入場行進

佐
井
村
中
央
公
民
館

俳

句

と

短

歌

教

室

俳

句

宇

月
一
日
牛
滝
方
面
吟
行
）

石
戸
美
矢
子

岩
肌
に
ひ
と
群
れ
固
ま
る
蓼
の
花

道
端
の
染
分
け
模
様
や
野
紺
菊

秋
日
影
墨
絵
ぼ
か
し
の
縫
道
岩

警
笛
に
山
鳩
飛
び
た
つ
花
野
路

同

川
岸
キ
ヨ
子

天
高
し
一
草
の
名
に
頷
き
ぬ

幹
低
し
バ
ス
窓
外
の
初
紅
葉

源
八
碑
冴
え
た
る
秋
の
光
射
し

同

島
野

房
子

天
高
し
黒
ず
み
立
て
る
縫
道
岩

野
紺
菊
の
ぞ
き
囲
み
し
句
友
た
ち

同

浜
中

よ
ん

子
の
時
に
集
め
遊
び
し
蓼
の
花

岩
陰
に
根
を
張
り
吹
か
る
る
ス
カ

シ
百
合

路
陰
の
静
け
き
中
の
キ
リ
ン
草

古
小
屋
を
取
り
巻
き
咲
け
る
浜
大

根絵
馬
飾
る
神
明
宮
や
秋
の
風

同

大
石
健
次
郎

男
ご
こ
ろ
女
ご
こ
ろ
へ
天
高
し

語
裡
黙
裡
人
そ
れ
ぞ
れ
に
秋
の
風

裸
立
つ
岩
峰
秋
の
雲
散
ら
し

も
り
上
る
露
峰
秋
天
断
ち
わ
け
る

〈
以
上
二
句
縫
道
石
山
〉

老
蝶
の
ゆ
る
ゆ
る
花
よ
り
ひ
ら
め

け
り
廃
道
の
ひ
と
隅
跡
や
野
紺
菊

廃
屋
を
囲
む
秋
草
影
沈
め

流
人
地
の
哀
話
ひ
そ
か
に
替
紅
し

し
ろ
白
と
浜
菊
乱
れ
流
刑
の
地

秋
潮
や
弁
財
船
の
夢
青
し

〈
以
上
五
句
牛
滝
〉

（
雑

詠
）

中
谷
サ
ツ
ヱ

津
軽
路
や
林
檎
並
木
の
実
は
赤
し

知
ら
ぬ
間
に
龍
胆
枯
れ
て
濃
み
せ

ず

旅
の
折
々

田
名
部
ヒ
サ

舟
頭
の
唄
さ
わ
や
か
に
最
上
川

巨
大
杉
秋
陽
透
さ
ぬ
羽
黒
山

稲
の
海
庄
内
平
野
の
果
ま
で
に

な
つ
か
し
や
萩
を
映
し
て
広
瀬
川

鮎
跳
ね
て
波
紋
に
潤
む
月
の
影

三
上

敏

相
添
い
て
空
の
深
み
へ
鳥
渡
る

秋
潮
の
紺
際
立
て
る
白
き
波

な
め
ら
け
き
尾
鰭
の
鮭
や
の
ぼ
り

ゆ
く
秋
澄
み
て
村
の
い
で
湯
は
た
ぎ
り

湧
く
を
ち
こ
ち
に
鳥
声
し
き
り
爽
や
か

に

木
村
さ
ち
子

爽
や
か
に
疱
え
切
れ
ぬ
母
夏
を
越

ゆ手
造
り
の
虫
籠
傍
に
子
等
眠
る

虫
探
が
す
声
揚
ぐ
る
子
ら
山
の
道

流
星
に
息
は
ず
ま
せ
て
願
う
吾
子

争
う
て
心
吹
き
ぬ
く
秋
の
風

短

歌

小
館

寿
彦

今
も
尚
戦
争
絶
え
ざ
る
こ
の
地
球

ど
の
惑
星
よ
り
青
し
と
い
う
に

夜
の
階
下
に
ひ
び
く
ド
ア
ー
の
鉄

の
音
か
り
そ
め
な
ら
ぬ
音
の
ご
と

く
に

連
絡
船

中
谷
サ
ツ
ヱ

連
絡
船
消
え
ゆ
く
想
い
に
デ
ッ
キ

よ
り
眼
鏡
離
さ
ず
下
北
を
見
る

津
軽
海
峡
渡
る
舳
よ
り
は
る
か
に

も
見
な
れ
し
校
舎
の
塔
屋
光
り
お

牛
滝
港

島
野

房
子

大
背
黒
鷦
と
び
交
う
砂
浜
の
牛
滝

港
に
昼
鉤
た
の
し
む

牛
滝
港

浜
中

よ
ん

ゴ
メ
群
れ
る
浜
辺
に
憩
い
ふ
と
思

う
草
鞋
履
き
き
し
若
き
日
の
こ
と

牛
滝
港

川
岸
キ
ヨ
子

陽
溜
り
に
咲
き
残
り
い
る
淇
菊
の

石
を
め
ぐ
り
二
つ
三
つ
あ
り



▲集団演技「未来へ」

み
ん
な
い
っ
ぱ
い
そ
ん
な
人
が
い

た
よ
。
噂
で
は
今
年
か
ぎ
り
で
婦
人
の

マ
ス
ゲ
ー
ム
（
集
団
演
技
）
が
な

く
な
る
と
い
う
か
ら
、
最
後
を
頑

張
る
か
あ
さ
ん
が
、
三
十
名
集
ま

っ
た
。
練
習
は
全
体
的
な
広
が
り

が
見
え
な
い
の
で
（
な
に
匸

ろ
競

技
場
で
県
下
一
円
の
婦
人
が
集
ま

る
本
番
で
な
い
と
分
ら
な
い
）
一
、

二
、
三
、
四
、
手
足
を
動
か
し
て

も
さ
っ
ぱ
り
バ
レ
リ
ー
十
に
な
っ

た
気
分
が
し
な
い
。
苦
し
い
、
そ

れ
で
も
や
り
通
せ
だ
の
は
、
小
林

先
生
、
太
田
先
生
、
奥
本
先
生
の

優
雅
な
身
の
こ
な
し
に
憧
れ
を
抱

き
っ
つ
、
少
し
は
美
し
く
動
け
る

よ
う
に
な
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と

錯
角
し
た
た
め
で
あ
る
。
も
う
お

し
ま
い
と
も
な
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
は
果
て
し
な
い
。
最
高
で

九
回
出
七
人
も
あ
る
ら
し
い
の
で

そ
れ
に
比
べ
た
ら
三
回
の
私
な
ん

ぞ
出
る
幕
無
し
だ
。
ふ
っ
と
思
っ

た
の
だ
が
、
こ
の
マ
ス
ゲ
ー
ム
は
、

音
楽
は
い
ろ
ん
な
曲
か
ら
い
い
と

こ
ろ
を
抽
出
し
て
五
、
六
曲
を
つ

な
げ
そ
れ
に
振
り
付
け
し
、
六
十

言

巾
町
村
の
三
十
名
を
一
チ

ー

ム
と
し
て
二
千
余
名
、
そ
の
他
青

森
市
内
の
高
校
生
も
た
く
さ
ん
出

る
。
ダ
ン
ス
の
愛
好
会
の
演
技
も

あ
り
、
三
千
名
に
も
の
ぼ
る
人
々

を
動
か
す
こ
と
に
な
る
。
花
に
な

っ
て
咲
い
て
い
る
そ
ば
に
は
、
葉

に
な
っ
て
そ
よ
ぐ
グ
ル
ー
プ
も
あ

れ
ば
、
蝶
に
な
っ
て
飛
石
の
も
あ

り
、
風
に
な
っ
て
さ
さ
や
き
交
わ

る
も
の
も
あ
り
、
三
十
分
、
一
時

間
耐
え
ず
流
れ
来
る
時
間
と
空
間

を
う
す
め
て
、
壮
大
な
創
造
の
世

界
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
は
大
変
な
こ
と
だ
、
本
当

に
凄
い
こ
と
だ
。
も
の
す
ご
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
だ
。
そ
し
て
、

そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
出
し
て
や

っ
て
き
た
人
が
い
た
の
だ
。
十
年

も
／
。
そ
こ
ま
で
考
え
る
と
も
う

あ
き
れ
果
て
、
驚
き
果
て
て
物
を

言
う
元
気
も
な
い
。

村政を語る集い婦
人
講
座
、
長
年
の
懸
案
だ
っ

た
村
政
を
語
る
集
い
が
村
長
を
講

師
に
迎
え
十
月
七
日
、
婦
人
会
館

を
会
場
に
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。

三
十
七
名
の
参
加
者
が
最
後
ま
で

熱
心
に
聴
講
し
ま
し
た
。

そ
の
話
の
中
で
特
に
印
象
に
残

っ
た
の
は
、
村
政
を
語
る
と
言
い

ま
す
と
難
し
い
と
思
う
で
し
ょ
う

が
、
村
政
の
基
本
と
は
村
民
の
皆

さ
ん
の
多
く
の
声
を
聞
き
、
急
ぐ

も
の
か
ら
決
定
し
て
行
く
、
そ
れ

に
は
予
算
と
の
関
係
が
あ
る
。
私

は
人
の
上
に
立
つ
者
は
理
念
を
も

っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

’う
。
そ
れ
に
は

〇
行
政
の
方
向
づ
け
を
す
る
。

○
他
の
真
似
を
し
て
は
な
ら
な

い
。

○
産
業
進
行
に
し
て
も
佐
井
独
自

の
も
の
を
考
え
る
。

○
地
域
の
大
達
皆
ん
な
が
ど
う
し

た
ら
幸
福
に
な
れ
る
か
、
す
べ

て
平
等
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
お
話
し
で
し
た
。

最
後
に
村
長
の
目
標
と
し
て
、

一

、
佐

井

村

の
歴

史

と

伝

統

を
大

切

に

、
村

民

個

々

の

人

格
を

尊

重

し

、

心
豊

か

な

明

る

い

村

創

り

に
専

念

す

る

。

一

、
村

民

み

ん
な

の
参

加

と

協

調

を

も
と

に
、

周

囲

へ
の
思

い

や

り

と

助
け

合

い
の

心

を

広

け

、

人

び

と

の
英

知

を

集

め

な

が
ら

地

域
に

ふ

さ

わ

し

い

個

性
豊

か

な
ふ

る
里

づ
く

り

を

や

り

た

い

。

一

、
助

け

合

い

の
輪

を

広

げ

ボ
ラ

シ

ェ
ア

活

動
を

す

す

め

、
郷

土

愛

に

も
え

る
若
者

を
育
て
、

婦

人

の
社

会

参
加

を

す

す

め

た

い
。

Ｏ

政

治
の

原

則

は
住

民

福

祉

で

あ

る
と

結

ば
れ

ま

し

た

。
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タイトル 土 木

反抗と自我

自我の芽ばえと反抗は……
１１
／
７ １２

下の子が生まれて

親の配慮と対処の仕方……
１４ １９

子ど ものくせ

くせは子どもの寂しい⑤の

あらわれ…… ２１ ２６

井戸端会議のすすめ
子育てには、親同士の連帯
が…… ２８

１２
／
３

危険がいっぱい

手を離しても目を離さない
のが親の役割……

１２
／
５ １０

小児科医からのメッセージ
病気は予防が大切……

１２ １７

ふれあいの輪

障害児と健常児そして親た

ちのふれあいを…… １９ ２４

夫婦のきずな

子育てに当たって夫婦は…
２６ ３１

青森県教育委員会



保 健 婦 だ よ り

全 国 糖 尿 病 週 間

（１１月４日～１１月１０日）

に よ せ て

糖
尿
病
は
す
い
臓
か
ら
分
泌
さ
れ
る
イ
ン
ス
リ
ン
の
作
用
が
不
足
し
て

血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
の
利
用
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
り
、
そ
の
結
果
、
血

液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
の
濃
度
が
高
く
な
っ
て
、
尿
の
中
に
糖
が
出
て
く
る
病

気
で
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
糖
尿
病
に
は
生
れ
っ
き
か
か
り
や
す
い
素
因
を
も
っ

て
い
る
人
に
い
ろ
い
ろ
な
誘
因
が
加
わ
っ
て
発
病
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
中
で
も
過
食
、
肥
満
な
ど
食
生
活
が
大
き
な
誘
因
の
↓

つ
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
を
放
置
し
ま
す
と
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
な

ど
の
合
併
症
が
で
て
き
ま
す
の
で
、
早
期
に
発
見
し
、
正
し
い
治
療
を
行

な
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

糖

尿

病

の

予

防

治

療

と

食

事

の

基

本

糖
尿
病
を
よ
い
状
態
に
Ｊ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
、
正
常
な
栄
養
状
態
と

活
動
力
を
維
持
し
て
健
康
者
と
変

わ
ら
な
い
日
常
生
活
を
送
る
に
は
、

ま
ず
、
栄
養
素
の
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
を
と
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
糖
尿
病
だ
か
ら
と
い
っ
て
糖

質
の
み
を
極
端
に
お
さ
え
た
食
事

は
か
え
っ
て
か
ら
だ
に
害
が
あ
り

ま
す
。
表
は
一
日
の
食
事
に
必
要

な
食
品
群
を
６
つ
に
分
け
、
必
要

量
の
目
安
を
整
理
し
た
も
の
で
す
。

毎
日
こ
の
６
つ
の
基
礎
食
品
を
組

み
合
わ
せ
て
と
る
よ
う
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

糖

尿

病

を

防

ぐ

日

常

生

活

の

心

が

け

規

則

正

し

い

生

活

を

つ

づ

け

ま

し

よ

う

発
病
を
起
こ
す
条
件
を
避
け
て

哨 早 め に 気 づ き た い 自 覚 症 状 ・・

こんな症状にお気づきの方は、早めに検査を受けてくださ

・・ＩＩＳ糖 尿 病 を 予 防 する 食 生 活 の ポ イント・・

糖尿病は生れっきかかりやすく遺伝的素因のあるところに、

各種の誘因が加わって発症するとされていますが、その誘

因の１つである食事には次のような注意をしましょう。



規
則
正
し
い
生
活
を
し
て
い
れ
ば

糖
尿
病
は
予
防
で
き
る
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。

適

度

の

運

動

を

毎

日

つ

づ

け

ま

し

よ

う

朝
夕
３０
分
く
ら
い
の
散
歩
で
も

体
調
を
と
と
の
え
る
の
に
役
立
ち
、

糖
尿
病
の
予
防
に
も
っ
な
が
る
こ

と
で
、
と
く
に
肥
り
過
ぎ
て
い
る

人
は
食
事
療
法
と
同
時
に
適
度
の

運
動
を
実
行
し
た
い
も
の
で
す
。

ス

ト

レ

ス

を

た

め

な

い

よ

う

に
心

が

け

ま
し

よ
う

ス
ト
レ
ス
は
血
糖
を
上
昇
さ
せ

る
要
因
に
な
り
ま
す
。
い
や
な
こ

と
、
不
愉
快
な
こ
と
は
そ
の
日
の

う
ち
に
忘
れ
る
訓
練
も
糖
尿
病
の

予
防
と
治
療
に
は
大
切
で
す
。

健

康

な

人

も

定

期

検

査

を

必

ず

受

け

ま
し

よ
う

糖
尿
病
は
年
を
と
る
に
っ
れ
て

現
わ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

検
査
を
、
一
度
受
け
て
な
ん
で

も
な
く
て
も
、
あ
と
で
起
こ
っ
て

く
る
と
い
う
可
能
性
が
な
い
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

４０
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
一
年
に
一

回
は
定
期
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

と
く
に
、
肥
っ
て
い
る
人
、
家

系
に
糖
尿
病
者
が
い
る
人
は
、
一

年
に
２
回
以
上
は
検
査
を
受
け
た

い
も
の
で
す
。

シ
リ
ー
ズ

健

康

に

よ

い

も

の

を

食

べ

て

い

ま

す

か

②

ダ
ン
ト
ツ
ガ

牛
乳
の
カ
ル
シ
ウ
ム

日
本
で
は
孝
徳
天
皇
の
時
代
に

帰
化
人
が
牛
乳
を
献
じ
た
の
が
け

じ
め
で
す
。

効
用
・
体
力
増
強
・
健
康
推
進
・

栄
養
的
に
み
て
、
牛
乳
は
す
ば
ら

し
い
食
品
で
す
。
牛
乳
の
固
形
成

分
の
内
訳
を
見
る
と
、
脂
肪
は
約

２９
％
、
タ
ン
パ
ク
質
は
約
２５
％
、

乳
糖
６０
％
、
灰
分
６
％
で
、
主
要

栄
養
素
に
偏
り
が
な
い
と
い
う
点

で
す
。
牛
乳
の
タ
ン
パ
ク
質
は
、

必
須
ア
ミ
ノ
酸
の
す
べ
て
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
含
ん
で
い
ま
す
。
ま
た

カ
ル
シ
ウ
ム
も
豊
富
に
含
ま
れ
て

お
り
、
し
か
も
そ
の
吸
収
率
の
よ

さ
に
お
い
て
は
か
の
食
品
は
と
て

も
及
び
ま
せ
ん
。
野
菜
の
カ
ル
シ

ウ
ム
の
場
合
、
体
内
に
は
い
っ
て

わ
ず
か
２０
％
吸
収
さ
れ
る
だ
け
で

す
。
小
魚
は
約
３０
％
、
そ
れ
と
比

較
し
て
牛
乳
は
約
５０
％
と
抜
群
に

い
い
の
で
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
は
、

タ
ン
パ
ク
質
の
摂
取
量
が
不
足
し

て
い
る
と
吸
収
率
が
落
ち
る
の
で

す
が
、
そ
の
点
牛
乳
は
良
質
の
夕

ン
パ
ク
質
も
多
く
含
ん
で
い
る
の

で
、
ま
さ
し
く
理
想
的
と
い
え
ま

す
。そ
の
他
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
巳
も

豊
富
に
含
ま
れ
て
い
て
水
分
が
多

い
割
に
む
だ
が
な
い
食
品
で
す
。

料
理
魚
や
肉
の
く
さ
み
を
消
す
効
果

が
あ
り
ま
す
。
牛
肉
を
牛
乳
に
つ

け
て
お
い
て
か
ら
焼
い
た
り
揚
げ

た
り
し
ま
す
と
、
牛
肉
の
く
さ
み

が
消
え
ま
す
。
ま
た
シ
チ
ュ
ー
や

ソ
ー
ス
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
料
理
に

っ
か
い
ま
す
。
牛
乳
を
使
う
と
味

に
丸
み
が
で
て
、
い
っ
そ
う
お
い

し
く
な
り
ま
す
。

⑤

「
牛
乳
は
、
日
本
人
に
不
足

が
ち
で
あ
る
良
質
の
タ
ン
パ
ク
質

や
カ
ル
シ
ウ
ム
等
を
補
っ
て
、
栄

養
を
完
全
に
す
る
食
品
」
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
て
、

″
牛
乳
さ
え
飲

ん
で
い
れ
ば
、
完
全
栄
養
に
な
る
”

と
思
い
ち
が
い
を
し
な
い
よ
う
に

牛
乳
は
飲
ま
せ
れ
ば
飲
ま
せ
る

ほ
ど
よ
い
と
考
え
て
い
る
親
が
あ

り
、
現
実
に
、
２
～
３
歳
の
子
ど

も
に
毎
日
５
０
０
に
～
工
、０
０
０

に
と
飲
ま
せ
て
い
る
家
庭
も
あ
り

ま
す
が
、
飲
み
す
ぎ
る
と
、
ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
炎
に
な
っ
た
り
、
ぜ

ん
そ
く
で
苦
し
ん
で
い
る
子
ど
も

が
け
っ
こ
う
い
ま
す
。
ま
た
、
御

飯
や
お
か
ず
を
ち
ゃ
ん
と
食
べ
な

く
て
、
栄
養
が
偏
っ
た
り
し
ま
す

か
ら
、
牛
乳
は
一
口
に
２
０
０

に

く
ら
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

■ 何 を 食 べ て も よ い が 、「 エ ネ ル ギ ー 」 の 摂 取 量 は

指 示 さ れ た 量 を き ち ん と 守 る ／

（１，６００キロカロリー（ｋｃａｌ）を基準にしたおよその目安量）

１１月 の 保 健 事 業

社日㈲ 基本健康診査
長後、矢越地区
三種混合予防接種

（第 工期３回目第２期もれ）
６日脂 インフルエンザ予防

接種
福浦、牛滝小中学校
９日旧） インフルエンザ予防

接種

磯谷、長後小中学校
基本健康診査

川目、原田地区
１１日（水） リハビリ教室
１２日（苟
）

役場和室 午前１０時
１３日脂 妊婦検診
１６雨月） 食生活改善推進員養

成教育講座（５回目）
１７雨火） 矢越地区成人病教室

１８日㈲ インフルエンザ予防
接種

佐井中学校
２０日廊 老人健康教室（寿会）
２５日南 乳児相談

（４ヶ月 ６２年７月生
７ヶ月 ６２年４月生

）

２６日（村 乳児検診
（６１年１１月～６２年１月生）
３才児検診

（５９年４月～６月生）
２７日廊 食生活改善推進員養

成教育講座（６回印
脱きゅう検診

（大間病院 午後 工時）
２５日（ホ）

２６日休）

｝

胃腸病２次検診
２７日脂



交母だより

佐 井 村

交通安全母の会

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
終
え
て

会

長

松

谷

三

枝

九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま

で
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
佐
井
村
で
も

各
団
体
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
街

頭
指
導
を
無
事
に
終
丁
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

母
の
会
で
は
、
原
田
、
矢
越
、

長
後
、
福
浦
、
牛
滝
地
区
の
季
節

保
育
所
を
巡
回
し
て
、
紙
芝
居
で

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

短
時
間
で
し
た
が
、
母
親
も
多
数

出
席
し
て
、
母
子
と
も
に
交
通
安

全
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
（
寿
会
）

の
み
な
さ
ん
に
は
、
映
画
を
上
演

し
、
ど
う
し
た
ら
事
故
に
あ
わ
な

い
か
を
勉
強
し
ま
し
た
。
夜
の
外

出
の
際
に
は
、
明
る
い
服
装
を
す

る
。
足
も
と
の
安
全
確
保
の
た
め

電
灯
を
も
つ
。
反
射
板
を
つ
け
て

自
分
が
こ
こ
に
い
ま
す
と
相
手
に

知
ら
せ
る
工
夫
が
大
事
。
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。

今
後
と
九

み
な
さ
ん
と
と
も

に
、
交
通
安
全
運
動
に
務
め
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▲牛滝季節保育所にて

交
通
安
全
む
つ
下
北
ブ
ロ
ッ
ク

研
修
会
に
参
加
し
て副
会長
東

出

み

や

九
月
七
日
、
青
森
県
交
通
安
全

母
の
会
連
合
会
む
つ
下
北
ブ
ロ
ッ

ク
研
修
会
が
、
脇
野
沢
村
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
セ
ン
タ
ー

。
鱈
の
里
”
を

会
場
に
各
ブ
ロ
ッ
ク
会
員
六
〇
名

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
人
数
だ
け
の
マ
ン
ネ
リ
化
し
た

研
修
会
で
な
く
、
下
北
六
ブ
ロ
ッ

ク
全
部
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
と
し
て

実
り
あ
る
研
修
に
し
て
欲
し
い
。」

と
間
宮
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

む
つ
警
察
署
長
の
あ
い
さ
っ
で
、

高
齢
者
と
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ

る
事
故
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
ま
し
た
。

青
森
県
交
通
安
全
対
策
室
長
の

講
話
で
は
、
マ
ン
ネ
リ
化
し
つ
っ

あ
る
交
通
安
全
で
は
い
け
な
い
。

だ
れ
の
た
め
の
運
動
か
、
原
点
に

帰
っ
て
み
っ
め
直
す
時
期
に
き
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
特
に
高
齢

者
に
対
す
る
家
族
の
思
い
や
り
と

心
く
ば
り
が
第
一
と
指
摘
さ
れ
ま

し
た
。

そ
し
て
、
地
域
で
は
流
れ
に
っ

い
て
い
け
な
い
お
年
寄
り
へ
の
交

通
安
全
ル
ー
ル
の
理
解
を
深
め
る

た
め
に
、
敬
老
会
、
老
人
教
室
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
へ
参
加
し
、

少
し
の
時
間
で
も
ピ
リ
ッ
と
く
る

よ
う
な
交
通
安
全
の
話
、
実
例
を

話
し
て
理
解
し
て
も
ら
う
事
も
一

案
で
は
な
い
か
。
な
ど
今
後
の
活

動
の
方
向
な
ど
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
全
体
討
議
に
入
り
、

秋
の
交
通
安
全
運
動
を
控
え
た
各

市
町
村
の
取
組
み
に
っ
い
て
、
各

会
長
よ
り
発
表
か
お
り
、
各
地
区

そ
れ
ぞ
れ
に
、
当
局
と
の
協
力
が

必
要
で
あ
る
こ
と
。
何
事
も
決
つ

し
て
個
人
で
は
で
き
な
い
こ
と
。

小
さ
な
力
が
、
協
力
と
い
う
字
の

ご
と
く
、
十
の
力
が
三
つ
も
ま
と

ま
っ
た
大
き
な
力
の
母
の
会
で
な

く
て
は
続
け
て
い
け
な
い
こ
と
を

し
み
じ
み
感
じ
た
研
修
会
で
し
た
。

ひ
と
つ
し
か
な
い
兪
を
大
切
に
、

そ
し
て
守
る
こ
と
。
佐
井
村
交
通

安
全
母
の
会
の
み
な
さ
ん
。

ご
父

通
安
全
は
我
が
家
か
ら
”
を
モ
ッ

ト
ー
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

ミ

ニ

バ

イ

ク

の

幼

児

に

も

ヘ

ル

メ

ッ

ト

を

Ｑ
、
ミ
ニ
バ
イ
ク
（
５０

に
以
工

に
幼
児
を
乗
せ
て
、
さ
っ
そ
う
と

運
転
し
て
い
る
お
母
さ
ん
を
見
か

け
ま
す
が
、
幼
児
に
も
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
着
用
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い

で
す
が
。

Ａ
、
自
転
車
で
あ
れ
ば
、
幼
児
用

の
座
席
に
幼
児
一
人
を
乗
せ
て
走

行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
ミ

言（

イ
ク
は
、
道
路
交
通
法
に
よ

り
、
原
動
機
付
自
転
車
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
乗
車
定
員

が
一
人
に
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
ミ
ニ
バ
イ
ク
に

は
、
幼
児
と
い
え
ど
も
乗
車
さ
せ

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
（
定
員

外
乗
車
違
反
、
違
反
点
数
一
点
、

反
則
金
四
千
円
）

子
ど
も
を
乗
車
さ
せ
て
い
る
と
、

子
ど
も
に
気
を
と
ら
れ
る
な
ど
、

づ

プ
レ
ス
を
崩
し
転
倒
す
る
な
ど

に
よ
り
、
重
大
な
事
故
に
な
る
度

合
が
高
い
の
で
や
め
ま
し
よ
う
。



税
務
だ
よ
り

税を知る週間十
一
月
十
一
日
市
か
ら
十
七
日

㈹
ま
で
は
「
税
を
知
る
週
間
」
で

す
。国
々
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た

ち
国
民
が
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら

し
が
で
き
る
よ
う
に
、
幅
広
い
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

税
金
は
、
こ
の
よ
う
な
活
動
の

た
め
の
犬
切
な
財
源
で
す
。
こ
の

機
会
に
、
あ
な
た
も
税
金
の
仕
組

み
や
使
い
み
ち
に
っ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

「
こ
の
社
会
、
あ
な
た
の
税
が

い
き
て
い
る
」

所
得
税
第
二
期
分
の
納
期
は

十
一
月
三
十
日
ま
で

所
得
税
は
、
通
常
、
七
月
と
十

一
月
に
予
定
納
税
を
し
、
翌
年
確

定
申
告
を
し
て
一
年
間
の
税
金
を

精
算
す
る
制
度
を
採
用
し
て
い
ま

す
。予
定
納
税
額
は
、
前
年
分
の
申

告
納
税
額
を
基
準
と
し
て
計
算
し

て
あ
り
ま
す
が
、
本
年
十
月
三
十

一
日
現
在
の
状
況
で
計
算
し
た
申

告
納
税
額
が
、
水
害
な
ど
の
た
め

税
務
署
か
ら
通
知
さ
れ
て
い
る
予

定
納
税
基
準
額
よ
り
少
な
く
な
る

と
見
込
ま
れ
る
と
き
は
、
第
二
期

分
の
予
定
納
税
額
を
減
額
す
る
申

請
が
で
き
ま
す
。

こ
の
申
請
を
す
る
場
合
は
、
十

一
月
十
七
日
ま
で
に
「
予
定
納
税

額
の
減
額
承
認
申
請
書
」
を
、
税

務
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の

税
務
相
談
室
や
税
務
署
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

税の相談は
税務相談室へ

「
住
宅
取
得
控
除
を
受
け
る
た
め

に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。」
と
か

「
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
き
の

税
金
は
ど
う
な
る
の
か
。」
な
ど
、

税
金
に
関
し
て
お
分
か
り
に
な
ら

な
い
点
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ｔ
納
保
険
料
を
納
め
ま
し
よ
う

国
民
年
金
の
加
入
者
は
、
給
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
反
面
、

年
金
財
源
と
し
て
の
保
険
料
を
負

担
す
る
義
務
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
国
民
年
金
制
度
が
保

険
料
を
負
担
す
る
世
代
と
、
年
金

を
受
け
と
る
世
代
と
の
助
け
合
い

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
て
、
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
は
、
あ
な
た

の
受
給
権
を
守
る
と
と
も
に
、
安

定
し
た
年
金
制
度
を
維
持
し
て
い

く
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。
も
し
、
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま

で
二
年
を
経
過
す
る
と
、
時
効
に

よ
っ
て
納
め
た
く
て
も
納
め
る
こ

と
が
で
き
ず
、
そ
の
結
果
長
寿
生

活
の
大
き
な
支
え
と
な
る
老
齢
基

礎
年
金
が
極
め
て
低
額
に
な
っ
た

り
、・
最
悪
の
場
合
は
全
く
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

ま
た
、
未
納
期
間
中
に
万
一
の

事
故
や
病
気
な
ど
で
障
害
者
に
な

っ
て
も
障
害
基
礎
年
金
が
、
一
家

の
働
き
手
で
あ
る
ご
主
人
を
亡
く

し
て
も
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

な
お
、
未
納
保
険
料
を
分
割
し

て
納
付
し
た
い
場
合
、
あ
る
い
は

い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
ど
う
し
て
も

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
き
に
は
、
申
請
に
よ
り
一

定
の
基
準
に
該
当
す
れ
ば
保
険
料

の
納
税
が
免
除
さ
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
役
場
国
民
年
金
の

係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

１ １ 月 ３ ０ 日 は

国 民 健 康 保 険 税（３ 期 ）

の 納 期 限 で す 。

＝納期内納付にご協力ください＝

税の相談は

テレホンサービスで

お気軽に

○税務相談室青森分室

登０１７７－２３－２３７９



〈
第
十
八
回
か
ら
続
け
了

◇
福
浦
の
分

ｏ

福
浦
新
鮫
組
五
名
組
（
壱
円
）

ｏ

柳
田
由
太
郎
・
田
中
源
治
郎
・

柳
田
嘉
与
吉
・
田
中
寅
造
・
越
前

留
五
郎
・
田
中
与
右
衛
門
（
各
壱

恆

ｏ

福
浦
村
長
浜
鮫
網
中
（
弐

円
）
ｏ

女
連
中
・
聞
ノ
建
網
中

（
各
弐
円
）ｏ

福
浦
中
鮫
網
中
（
参

円
）◇
長
後
の
分

ｏ
長
後
村
鮫
大
網
組
滝
本
藤
太
郎

外
拾
三
人
（
五
円
）
ｏ

藤
太
郎
組

建
網
外
九
名
（
参
円
）
ｏ
宇
右
門

組
建
網
外
四
名
（
弐
円
）
ｏ

池
田

利
三
郎
鮫
網
組
（
壱
円
）
ｏ

末
太

郎
組
鮫
網
外
三
人
（
壱
円
）
ｏ

大

石
丹
十
郎
・
池
田
利
三
吉
・
木
下

眷
松
・
沛
田
米
蔵
、
妻
ま
き
・
池

田
嘉
蔵
（
各
壱
円
）

◇
磯
谷
の
分

ｏ

横
浜
善
左
衛
門
・
横
浜
喜
左
衛

門
・
若
へ
物
（
者
）
中
・
横
浜
忠

三
郎
（
各
壱
円
）

両
佐
井
の
分

○
三
上
（
弐
円
六
拾
銭
、
大
山
酒

壱
褓
）
○
古
佐
井
樋
口
勘
三
郎
・

大
佐
井
漁
ス
（
師
）
中
・
島
野
善

吉
・
（
各
壱
巴

◇
原
田
の
分

○
鰉
網
中
（
拾
巴

◇
大
奥
村
の
分

○
大
間
田
中
久
太
郎
（
壱
円
）
・

山
本
平
二
郎
（
壱
円
）
・
蛇
子
末

吉
（
注
、
蛇
は
蝦
か
？
）（
壱
円
）

○
伊
藤
伝
吉
（
五
拾
銭
）

○
奥
戸

小
林
平
太
（
壱
巴

明

治

二

十

八

年

の

寄

付

名

札

こ
れ
ら
の
寄
付
名
札
は
、
書
き

手
が
み
な
同
じ
で
あ
る
。
年
代
も

同
じ
と
思
わ
れ
る
が
、
記
さ
れ
て

い
な
い
。

し
か
し
、
私
事
に
及
ぶ
が
、
長

後
の
分
に
「
大
石
丹
十
郎
」
の
名

が
み
ら
れ
る
。
私
の
曽
祖
父
に
当

る
が
、
こ
の
丹
十
郎
の
父
は
「
丹

蔵
」
と
い
っ
て
、
文
化
九
年

二

八

二

一
年

）

生
れ

で
、

明

治

二

十

二
年

に

、

八

十
五

歳
で

死

亡
し

て

い

る
。

明

治

二

十

八
年

の
権

現
社

新

築

の
前

か

ら

、

子
の

丹

十

郎

が
家

督

相

続

を

し

て

い
る

。

そ

の
他

の
寄

付

者

の

後
継

者

な

ど

数

人
に

、

照

会

し

て
み

た

が
結

果

は

、
明

治

二

十

八

年

の
寄

付

名

札

で

あ

る
こ

と

が

立

証
で

き

る
。

鮫

網

組

名

札

の

意

義

名

札

の

「
鮫

」

の

意
味

は

、

｝｛

呂

Ｆ

陬

『

〇
回

は
（
浙

浪

）
・

米
八
（

有
丈
（
苫
浪

）
の
こ
と

で
あ

る
。

佐
井

村

ま

た

下
北

一
円

で

は

、

古

く

か
ら

「
カ

ト

ウ
」

「
カ

ト

ウ

ザ

メ
」

と

言

わ

れ

、
当

て

字

と

し

て

「
加

藤

鮫

」

が
よ

く
使
わ
れ
た

。

明

治

十

九

年
寄

附

簿

（
第

十

七

回

の

「
矢

越
大

網

連

中

」

「
同

小

網

連

中

」

と

共
に

、

大

権
現

社

寄

附

名

札

の

、

〇
原

田

鮫
網

中

○
矢

越

鰉
網

中

〇
福
浦

新

鰉

網

組

○
福
浦

中

餃
網

中

○
長

後

村

鮫

大
網

組

滝

本

藤
太

郎

外

拾

三

人

○
池

田

利

三
郎

鮫
網

組

○
末
太

郎

組

鰉

網

外

三
人

。

な

ど

の
名

は

、

漁
業

史

上

の

上

か

ら
重

要
視

す

べ
き
で

あ

る

。

ネ

ズ

ミ

ザ

メ

に

つ

い

て

こ
の
鰉
は
、
佐
井
村
前
沖
で
獲

れ
る
、
イ
シ
ナ
ギ
（
オ
オ
ヨ

ー
オ

ヨ
）
・
マ
ク
ロ
と
共
に
、
三
大
魚

類
の
一
つ
で
あ
る
。

全
長
三
メ
ー
ト
ル
に
も
及
び
、

卵
胎
生
で
三
月
中
句
ご
ろ
、
四
～

五
匹
の
仔
を
産
む
。
寒
帯
性
で
千

葉
県
銚
子
以
北
か
ら
、
特
に
東
北

部
～
北
海
道
に
多
く
、
ア
ラ
ス
カ
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
方
面
に
分
布
す

る
。表
面
水
温
十
四
～
十
七
度
Ｃ
の

潮
境
に
多
く
、
春
夏
は
北
洋
へ
、

秋
冬
に
南
下
し
て
く
る
。

佐
井
沖
に
は
、
む
つ
湾
内
へ
出

産
の
た
め
、
十
一
月
初
句
か
ら
三

月
下
旬
ま
で
み
ら
れ
る
。

加

藤

鮫

漁

の

歴

史

明
治
初
期
に
生
れ
た
佐
井
村
の

人
た
ち
の
話
で
は
、
わ
が
村
は
す

で
に
幕
末
か
ら
明
治
初
年
ご
ろ
、

鰉
漁
が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。

そ
れ
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
も
孝
え
ら
れ
る
が
、
現
在
そ

れ
を
立
証
す
る
資
料
や
、
事
実
関

係
が
見
当
ら
な
い
の
が
残
念
で
あ

る
。

（
次
号
へ
続
く
）



大
間
原
子
力
発
電
所
計
画

最
近
の
動
き

去
る
五
月
六
日
、
大
間
町
で
原

子
力
発
電
所
計
画
を
進
め
て
い
る

電
源
開
発
㈱
か
ら
、
当
村
を
含
む

北
通
旦
二
ヶ
町
村
に
対
し
て
、
大

間
原
子
力
発
電
所
（
Ａ
Ｔ
Ｐ
実
証

炉
）
計
画
の
推
進
に
っ
い
て
協
力

要
請
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
広
報

さ
い
六
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
。
今
月
号
で
は
、
そ
の
後
の
動

き
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
ず
、
大
間
町
で
は
、
協
力
要

請
を
受
け
た
後
、
五
月
十
三
日
よ

り
町
政
懇
談
会
が
計
七
回
（
大
間

地
区
四
回
、
奥
戸
地
区
三
回
）
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

大
間
町
の
町
政
懇
談
会
で
は
、

今
後
の
大
間
町
の
町
づ
く
り
、
海

づ
く
り
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
テ

ー
マ
に
加
え
て
、
電
源
開
発
㈱
か

ら
調
査
結
果
の
報
告
、
発
電
所
計

画
の
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

六
月
六
日
に
は
、
大
間
漁
協
の

臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ
、
「
原
発

調
査
対
策
委
員
会
」
の
設
置
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
調
査

対
策
委
員
会
の
委
員
選
出
が
行
わ

れ
（
一
〇
〇
名
）
、
ま
た
委
員
会

の
中
に
「
小
委
員
会
」
も
組
織
さ

れ
ま
し
た
。

調
査
対
策
委
員
会
で
は
、
組
合

員
の
意
向
を
も
と
に
、
先
進
地
視

察
の
実
施
、
各
種
説
明
会
等
の
開

催
、
漁
業
振
興
対
策
の
検
討
等
を

中
心
と
し
た
活
動
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

一
方
、
奥
戸
漁
協
に
対
し
て
は
、

六
月
十
日
～
十
二
日
、
大
間
町
に

よ
る
奥
戸
地
区
を
対
象
と
し
た
町

政
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
（
三
回
）
、

電
発
よ
り
調
査
結
果
の
説
明
・
発

電
所
計
画
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
十
月
五
日
、
六
日
に

は
、
奥
戸
漁
協
組
合
員
を
対
象
と

し
た
町
政
懇
談
会
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

当
村
を
含
む
北
通
旦

二
ヶ
町
村

お
よ
び
関
係
六
漁
協
で
構
成
す
る

「
大
間
原
発
環
境
調
査
協
議
会
」

に
対
し
て
も
、
八
月
二
十
六
日
、

電
源
開
発
㈱
よ
り
、
調
査
結
果
の

報
告
・
発
電
所
計
画
の
説
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
協
議
会
で
は
、
各

構
成
員
が
そ
れ
ぞ
れ
報
告
を
持
ち

帰
り
、
地
区
別
説
明
会
等
を
開
い

て
一
般
へ
の
周
知
を
行
い
、
地
域

の
意
向
を
集
約
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

村
で
は
、
ま
ず
電
発
よ
り
佐
井

村
漁
協
に
対
し
て
報
告
を
し
て
も

ら
い
、
そ
の
後
地
区
別
説
明
会
を

開
い
て
、
み
な
さ
ん
に
説
明
す
る

予
定
で
す
。

大
間
漁
協
に
原
発
調
査
対
策
委

員
会
が
設
置
さ
れ
、
ま
た
窓
口
を

閉
ざ
し
て
い
る
奥
戸
漁
協
で
九

大
間
町
主
催
の
先
進
地
視
察
に
参

加
し
た
組
合
員
か
ら
は
、
窓
口
を

開
く
べ
き
だ
と
い
う
声
が
出
て
き

て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
大
間
原
子
力
発

電
所
計
画
を
取
り
巻
く
状
況
が
少

し
ず
つ
動
き
だ
し
て
き
て
い
ま
す
。

村
と
し
て
は
、
今
後
も
大
間
原
子

力
発
電
所
計
画
に
っ
い
て
、
必
要

に
応
じ
て
み
な
さ
ん
に
状
況
を
お

知
ら
せ
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

▲大間町で行われた町政懇談会

昭和６２年５月以降の動き

５．６

１３～２２

６．６

１０～１２

７．１４～１８

２５

８．２６

９．７～１０

１０．５～ ６

１０．６～ ８

電 発 二北通り三ヶ町村に対して

発電所計画推進をお願い。

大 間 町 二町政懇談会実施（大間地

区４ケ所）。電発、調査結

果報告および発電所計画

説明。

大間漁協：臨時総会を開催し、原発

調査対策委員会設置を可

決。

大 間 町：町政懇談会実施（奥戸地

区３ケ所）。電発、調査結

果報告および発電所計画

説明。

佐 井 村：村議会他１９名、川内原子

力発電所を視察。

大 間 町：奥戸漁協総代対象の町政

懇談会開催。電発調査結

果報告および発電所計画

説明。

大間原発環境調査協議会開催。電発、

調査結果報告および発電所計画説明。

佐 井 村：佐井村商工会他１８名が伊

方発電所を視察。

大 間 町：奥戸漁協地区別町政懇談

会開催。

佐 井 村 二佐井村漁業研究会他２０名

が福島第一原発を視察。



ｔ
暴

県

最

低

賃

金

改

定

青
森
県
最
低
賃
金
が
、
十
月
十

日
か
ら
日
額
三
、
三
二
三
円（
時
間

給
四
一
六
円
）
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
県
最
低
賃
金
は
、

日
額
三
、
二
五
一
円
で
あ
り
、
七
十

二
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
パ
ー
ト
な

ど
時
間
給
で
支
給
さ
れ
る
場
合
は

四
〇
六
円
か
ら
九
円
引
き
上
げ
ら

れ

た

こ

と
に

な

り

ま
す

。

引

き
上

げ

率

は

二

・
ニ

ー
％

。

こ

の
最

低

賃

金

は
、

理

美

容

見

習

、

ビ
ル
清

掃

員

、
旅

館

、

レ

ス

ト
ラ

ン
従

業

員

、
水

産

加

工

軽
作

業

員

、
木

材

加
工

軽
作

業

員

を
け

じ

め

、
県

内

の

全
労

働

者

お

よ

び

使
用

者

（
産

業

別
最

低

賃

金
適

用

対

象
者

を

除

く
）

に
適

用

さ
れ

ま

す

。
該

当

者

の

み
な

さ

ん

、

お
確

か

め

く
だ

さ

い

。

な

お
、

食

料

品

、
飲

料

、

飼
料

製
造

業

、

繊

維

産
業

等

八
業

種

の

産
業

別

最

低

賃

金

に
っ

い

て

も
、

現
在

、

青

森

地
方

最

低
賃

金
審

議

会

で
改

定

審

議

が

進
め

ら

れ

て

い

ま
す

。

詳
し

く

は

、
青

森

労
働

基
準

局

（
○

一
七

七
（
三
四

）
四

一

一

匸

ま
た

は

、

む

つ
労

働

基
準

監
督

署

（
三

一
上

二
二

天

）
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

通

信

講

座

で

技

能

士

へ

の

早

道

＝
一
級
ま
た
は
二
級
技
能
検
定

学
科
試
験
免
除
特
典
付
与
＝

技
能
検
定
は
、
生
産
現
場
に
働

く
技
能
者
の
有
す
る
技
能
の
程
度

を
、
全
国
一
定
基
準
に
基
づ
く
実

技
、
学
科
に
よ
っ
て
公
証
す
る
制

度
で
す
。

こ
の
試
験
に
合
格
す
る
と
、
能

力
開
発
促
進
法
（
旧
職
業
訓
練
法
）

に
よ
り
技
能
士
と
称
す
る
こ
と
が

で
き
、
社
会
的
に
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
学
科
試
験
が
十

分
で
な
か
っ
た
方
を
け
じ
め
、
ま

た
今
後
検
定
を
受
験
す
る
た
め
の

予
備
知
識
と
し
て
利
用
さ
れ
る
方

が
た
の
申
込
み
を
受
付
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
事
業
所
で
ま
と
め
て

利
用
し
て
も
結
構
で
す
。

▼
問
い
合
せ
先

青
森
市
中
央
三
丁
目
二
〇
の
二

青
森
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

登
○
一
七
七
（
二
二
）
一
七
七
一

▼
募
集
職
種

一
級

建
築
大
工
、
板
金
ほ
か

二
級

配
管
、
家
具
、
塗
装
。

建
築
大
工
ほ
か

▼
訓
練
期
間

一
年
（
通
信
方
式
）

▼
特

典

修
了
者
に
は
、
大
学
校
よ
り
修

テ
証
書
が
送
ら
れ
、
検
定
職
種

の
学
科
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

「
国
謚

学
Ｔ

？

回

案
内

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
十
一
月

一
日
か
ら
「
国
の
進
学
ロ
ー
ン
」

の
申
し
込
み
を
受
付
し
ま
す
。

Ｏ
利
用
で
き
る
方
は

高
校
・
大
学
等
に
進
学
さ
れ
る

方
の
母
。

①
給
与
所
得
者
は
、
年
収
六
〇

〇
万
円
、
事
業
所
得
者
は
、
年

間
所
得
四
四
〇
万
円
以
内
の
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

Ｏ
融
資
額
は
、
一
進
学
者
あ
た
り

五
〇
万
円
以
内
。

Ｏ
返
済
期
間
は
、
高
校
、
短
大
が

三
年
以
内
、
大
学
は
四
年
以
内
。

Ｏ
利
率
は
六
・
四
％
。

Ｏ
保
証
は
、
財
団
法
人
進
学
資
金

融
資
佯
証
基
金
、
ま
た
は
保
証

人
一
名
以
上
。

⑤
配
偶
者
が
連
帯
借
主
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

Ｏ
返
済
方
法
は
、
毎
月
元
利
均
等

返
済
、
ま
た
は
ボ
ー
ナ
ス
増
額

返
済
。

Ｏ
受
付
期
間
は
、
昭
和
六
十
二
年

十
一
月
一
日
か
ら
昭
和
六
十
三

年
四
月
三
〇
囗
ま
で
。

Ｏ
申
し
込
み
の
受
付
は
、
国
民
金

融
公
庫
の
ほ
か
、
銀
行
、
信
用

金
庫
、
信
用
組
合
、
農
協
、
漁

協
で
も
行
っ
て
い
ま
す
。

・・・Ｓ好 評 発 売 中 ●・・

○県 民 手 帳

〈内容〉 日記編、統計編、

名簿編、一般便覧

編等

〈価格〉一部 ３５０円

○県 勢 グ ラ フ

〈表面〉市町村概要、グラ

フ、６色刷

〈裏面〉青森県全図１／２８万

〈価格〉一部 ３５０円

○ 青 森 県６７市 町 村

ふ る さ と 自 慢

〈内容〉県内６７市町村 の名

所、旧跡、祭 り、

レジャー施設、名

産品などを集大成

〈価格〉一部 工、５００円

Ｏ 申込先 総務課企 画財政係

Ｓ３８－２１１１

昭和６３年は、青森県にＮＨＫの電波が流れて
５０周年を迎えます。

その記念事業の一環として「ＮＨＫあおもり
５０周年シンボルマーク」の募集を行います。
・・応募資格 青森県にお住まいの方

黔応募条件 作品は未発表のもの

卜しめきり 昭和６２年１１月２５日
●・賞 金 入選１編 ５万円 佳作５編 記念品

●・送り先・問い合せ

０３０青森市松原２丁目１の↓ＮＨＫ青森放送局

「５０周年シンボルマーク」募集の係

００１７７（７４）５１１１



水

産

修

練

生

募

集

青
森
県
水
産
修
練
所
で
は
、
昭

和
六
十
三
年
度
水
産
修
練
生
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

中
学
校
卒
業
以
上
二
十
五
歳
未

満
の
男
子

▼
修
業
年
限

一
年
（
全
寮
生
）

▼
教
育
内
容

水
産
基
礎
知
識
及
び
技
術

▼
資
格
取
得
講
習

四
級
小
型
船
舶
操
縦
士

特
殊
無
線
技
土
（
レ
ー
ダ
ー
、

無
線
電
話
甲
）

▼
願
書
締
切

昭
和
六
十
三
年
二
月
十
三
囗

▼
募
集
定
員

四
〇
名

▼
入
所
試
験

昭
和
六
十
三
年
三
月
上
旬

筆
記
（
国
語
、
数
学
、
英
語
）

面

接

（
青
森
市
、（

戸
市
、む
っ
也

▼

合

格

発

表

昭

和

六

十
三

年

三

月

中

旬

▼

経

費

食

費
半

額

本

人

負

担

▼

問

い
合

わ

せ

先

青

森
県

水

産

修

練
所

０３１

八

戸
市

大

字

鰉

町

字
下

盲

久
保

二

五
－

コ

ニ

ー

登
○
一
七
八
上

三

丁

Ｏ
Ｏ

四
九

”
緑

”
を

育

て

て

あ

な

た

の

資

産

に

「

国

有
林

の

分

収

育
林

」

契

約

者

募

集
中

一

口

五
十

万

円
で

国

有
林

の

オ

ー
ナ

ー

に

。

何

口
で

も
参

加
で

き

ま

す

。

分

収

育

林

の

対
象

と

な

っ

て

い

る
樹

木

は

、

植
栽

後
二

十

四

年

の

杉
で
す
。

▼
募
集
箇
所

佐
井
村
字
古
佐
井
山
国
有
林

四
二
林
班
は
小
林
班
内

通
称

桂
平

▼
募
集
口
数

十
五
口

▼
締
め
切
り

昭
和
六
十
二
年
十
一
月
三
十
日

緑
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
は
、
あ
な

た
の
財
産
を
形
成
し
な
が
ら
、
我

が
国
の
森
林
を
守
っ
て
い
く
シ
ス

テ
ム
で
す
。
一
口
分
か
成
長
す
る

と
、
杉
の
場
合
、
床
面
積
が
お
よ

そ
百
平
方
メ
ー
ト
ル
（
三
十
坪
）

の
木
造
二
階
建
住
宅
に
使
わ
れ
る

木
材
に
相
当
す
る
立
木
に
な
る
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
せ
、
申
し
込
み
先

佐
井
営
林
署
庶
務
課
管
理
係

登
○
一
七
五
上

こ
八－

二
二
一
一

渡り鳥

渡
り
鳥
と
い
う
と
、
秋
空
に
隊

列
を
組
ん
で
、
竿
に
な
っ
た
り
鉤

に
な
っ
た
り
し
て
渡
る
雁
や
、
空

か
暗
く
な
る
ほ
ど
の
大
群
で
飛
来

す
る
ツ
グ
ミ
を
思
い
出
す
方
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。

昔
は
ツ
グ
ミ
の
群
れ
を
霞

網
で
捕
ら
え
て
食
用
に
し
た

そ
う
で
す
が
、
い
ま
は
狩
猟

鳥
か
ら
は
ず
さ
れ
て
保
護
さ

れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
光
景

を
見
る
こ
と
は
な
く
な
り
ま

し
た
。
日
本
で
見
ら
れ
る
鳥
の
約

八
五
％
が
渡
り
鳥
で
す
。
渡

り
鳥
に
は
、
夏
を
日
本
で
過

ご
す
夏
鳥
（
ツ
バ
メ
、
カ
ッ
コ
ウ

な
ど
）
、
冬
を
日
本
で
過
ご
す
冬

鳥
（
ツ
グ
ミ
、
雁
、
白
鳥
な
ど
）

の
ほ
か
に
、
移
動
の
途
中
に
日
本

に
寄
る
旅
鳥

Ｔ
Ｗ
ギ
類
、
チ
ド
リ

類
）
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
迷
鳥
と

い
っ
て
、
本
来
、
日
本
に
は
来
な

い
は
ず
の
鳥
が
何
か
の
拍
子
で
迷

い
込
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

渡
り
鳥
の
な
か
に
は
赤
道
を
越

え
て
一
万
キ
ロ
も
の
旅
を
す
る
も

の
も
多
く
、
特
に
キ
ョ
ク
ア
ジ
サ

シ
と
い
う
鳥
は
、
北
極
圏
か
ら
南

極
ま
で
一
万
八
千
キ
囗
も
の
旅
を

す
る
そ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
鳥
の
渡
り
は
春

と
秋
に
行
わ
れ
る
の
に
、
俳
句

で
は
秋
の
季
語
に
な
っ
て
い
ま

す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
一
説

に
は
、
秋
の
渡
り
が
集
団
に
な

っ
て
目
立
つ
か
ら
だ
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
秋
は
空
か
澄

ん
で
き
れ
い
な
の
で
、
見
半
げ

る
機
会
が
多
い
か
ら
か
も
知
れ

ま
刊
』
Å
ね
。

十
一
月
の
行
事
に
は
「
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
旬
間
（
百

～
十
日
）」

が
あ
り
ま
す
。
昭
和
五
十
九
年
に

出
さ
れ
た
労
働
対
策
要
綱
の
周
知

を
図
る
た
め
の
月
間
で
す
。
ち
な

み
に
、
雇
用
者
中
に
占
め
る
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
の
割
合
は
、
男
子
一

丁

一
％
に
対
し
、
女
子
は
二
子

七
％
と
二
倍
以
上
に
な
っ
て
い
ま

す
。



恐

し

い

覚

せ

い

剤

を

根

絶

し

よ

う

覚

せ

い
剤

は

、
精

神

障

害

や

凶

悪

犯

罪

を
引

き
起

こ
し

、

今

や

大

き

な

社

会

問

題
と

な

っ

て

い
ま

す

。

昭
和

六
十

一
年

度

中

に

青

森

県

内

で

覚

せ

い
剤

取

締

法

違

反

に

よ

り

検

挙

さ

れ
た

の

は

、
四

百

二

十

一

件

、

百

八
十

六

人

で

、
前

年

よ

り

二

十

一

件

、
二

十
五

入

減

少

し

て

い
ま

す

。

し
か
し
、
本
年

上
半

期

は
、
す
で
に

二
百
四
十
四

件
、
百
十
四
人
を

検

挙

し

て

お
り
、
前

年

同

期
と

比
べ
九
十
五
件

、

四

十
二
人
と
大
幅

に
増
加
し
て

い
ま
す
。

覚

せ

い
剤

事

犯
の
最

近

の
特
徴

は
、

●
覚
せ

い
剤
は
東

京
な

ど
の
首
都
圏

か
ら
宅
配

便
な

ど
で
持
ち
込
ま
れ

、

電
話
の
転
送
シ
ス
テ

ム
な

ど
を
利
用

し

て
巧

妙
に
密
売
さ
れ

て
い
る
。

●
県
内

の
暴
力
団

は
、
資
金
源
獲
得

の
た
め
に
密
売
に
深
く
介

入
し

、
乱

用
者
腦
も
一
般
市
民
、
特
に
女

子
中

学

生
を
含
む
少
年
に
ま
で
拡
散
し
て
い
る
。

●
都
市

部
を
中
心
に
農
漁
村

に
ま

で

浸
透
し

て
い
る
。

●
覚
せ

い
剤
に
起
因
す

る
暴
行

、
障

害
事
件
や
交

通
事
故
な

ど
が
後
を
絶

た

な
い
。

な

ど
が
あ
げ
ら
れ

ま
す

。

暴
力
団

は
、
組
織
の
資
金
源
を
覚

せ

い
剤
の
密

売
に
求

め
、
そ
の
需

要

を
増
や

す
た

め
、
覚
せ

い
剤

の
恐
し

さ

を
知

ら
な

い
一
般
市
民
に

言
葉
巧

み

に
近
づ
き

ま
す

。
そ
の
た

め
、
簡

単

に

覚

せ

い

剤

に

手

を

出

す

大

が

多

く

な

っ

て

い

る

の

が

現

状

で

す

。

覚

せ

い

剤

を

使

用

す

る

と

、

中

枢

神

経

が

刺

激

さ

れ

て

興

奮

状

態

と

な

り

、

一

時

的

に

は

疲

れ

が

と

れ

た

よ

う

な

気

分

に

な

り

ま

す

が

、

薬

の

作

用

が

切

れ

る

と

疲

労

が

一
挙

に

出

て

、

け

ん

怠

感

が

増

し

、

憂

う

っ

な

気

分

に

襲

わ

れ

ま

す

。

こ

れ

か

ら

逃

れ

た

い

た

め

、

再

び

覚

せ

い

剤

を

反

覆

使

用

す

る

よ

う

に

な

り

、

遂

に

は

覚

せ

い

剤

特

有

の

幻

覚

、

妄

想

な

ど

の

精

神

障

害

に

お

ち

い

り

、

殺

人

や

放

火

な

ど

の

凶

悪

犯

罪

や

交

通

事

故

を

起

こ

す

よ

う

に

な

る

の

で

す

。

こ

の

た

め

警

察

で

は

「
覚

せ

い

剤

の

追

放

」

を

警

察

活

動

の

重

点

と

し

て

掲

げ

、

密

売

者

や

乱

用

者

の

取

締

り

を

強

力

に

推

進

し

て

い

ま

す

。

特

に

警

察

で

は

、

覚

せ

い

剤

で

悩

ん

で

い

る

人

の

相

談

に

す

ぐ

応

え

ら

れ

る

よ

う

、

電

話

に

よ

る

「
覚

せ

い

剤

・

悪

質

商

法

相

談

コ

ー

ナ

ー

」

ａ

十
。了
、ト

ヨ
ー
・
ン
ハ
ふＩ
ハ
ヤ

○

一

七

七

丿

七

三

ｉ

四

四

八

八

を

設

置

し

て

い

ま

す

の

で

、

気

軽

に

利

用

し

て

く

だ

さ

い

。

コ

ー

ド

を

引

つ

張

る

の

は

や

め

ま

し

よ

う

ス
タ
ン
ド
や
フ
ィ
ロ
ン
な
ど
の
さ
し
込
み
プ
⊃
ク
を
抜
く
と
き
、

「
一
ｊ
ド
を
引
っ
張
る
と
フ
ラ
ク
と
コ
ー
ド
と
の
接
続
部
分
匸
力
が
加

杓
り
、
断
線
し
言
り
シ
ョ
ー
ト
①
原
因
匸
な
つ
ま
ず
。

フ

プ
ブ
を
扠
く
と
き
は
、
面
倒
で
も
フ
ス
フ
を
持
っ
て
抜
く
よ
う

習
懦
づ
け
た
い
も
の
で
す
。

コードを引つ張るのは
やめましよう
封 東 北 電 気 保 安 協 会

満１歳になります

山

中

丈

史

ち

ゃ

ん

（
智
・
真
樹
子
）

福

浦

福

井

千

秋

ち

ゃ

ん

（
巧
二
・
美
代
子
）

福

浦

戸籍の窓口
１０月１６日現在

○ お 誕 生 お め で と う

舘脇 孝大（孝義）矢 越

金谷沙也加（敏彦）大佐井

長島高市郎（高則）古佐井

○ ご 結 婚 お め で と う

（田沢 卉幸 新郷村

坂尻 栄子 野 平

（太田 正史 大佐井

碇谷 明美 柏 市

（竹本 学 古佐井

波田野きょ 東京都

○ おく やみ 申 し上 げ ま す

大坂 かね（義貞）大佐井

細川 勇蔵（勇次）古佐井

９月３０日現在人口（前月比）

男 １，９６９人 （十２）

女 １・，９７６ （－３）

計 ３，９４５ （－１）

世帯数 １，１２７ （士Ｏ）


	第218号
	佐井消防分署に消防タンク車を贈呈
	楽しかった季節保育所
	季節労務者職場訪問
	教育だより
	婦人スポーツの集い
	村政を語る集い
	秋の全国交通安全運動を終えて
	矢越願掛岩（鍵掛）（第19回）
	大間原子力発電所計画
	戸籍の窓口

